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高速道路法面のつつじと芝桜
（農道山田線沿い）

丸岡公園のつつじ（農道丸岡線沿い）

写真の説明
丸岡公園は、人吉球磨が一望できる景勝地として有
名であり、４月には５万本のつつじが咲き誇り多く
の観光客で賑わいを見せる。公園入口に村花であ
るつつじの村章マークが目をひく。丸岡公園から農
道山田線を南下すると、高速道路の法面にもつつじ
の村章マークがくっきり。また、近隣住民で定植さ
れた芝桜とのコントラストも美しい。今後、議会だよ
りでは「やまえ発見」として色々な場所や名所、行
事等を表紙で紹介します。

山江村議会だより
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（やまえ発見：青葉薫るつつじの村章マーク）
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■歳　入 【単位：千円】
平成30年度　一般会計当初予算

   204,506
37,201
244
443
10

6,000
600

1,458,000
631

52,600
16,709
47,360
343,141
198,541
4,750
12,000
219,321
106,570
13,273

202,737
38,114
150
295
10

5,752
619

1,504,000
307

52,290
14,663
47,437
409,125
192,275
39,164
15,600
163,642
104,500
32,720

村民税、固定資産税、軽自動車税ほか
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税ほか
利子支払時の税の一部交付金
上場株式配当時の税の一部交付金
株式譲渡時の税の一部交付金
道路の延長と面積による交付金
減収による補填分の交付金
行政機関の均質的な水準確保のための交付金
交通事故発生件数、人口による交付金
人口、従事者数による交付金
民生費負担金（保育料、老人福祉施設等）ほか
住宅使用料、山江村体育館使用料ほか
各種事業における国からの負担金、補助金ほか
各種事業における県からの補助金、委託金ほか
土地建物売払収入、村有地貸付料、基金積立利子ほか
山江村ふるさと応援寄附金
財政調整基金・減債基金ほか
前年度繰越金
後期高齢者広域連合受託事業収入ほか

　 1,769
△913
94
148
0

248
△19

△46,000
324
310
2,046
△77

△65,984
6,266

△34,414
△3,600
55,679
2,070

△19,447

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地方消費税交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

　平成３０年第１回３月議会定例会は、７日～１６日までの１０日間の会期で開催されました。今回提案さ
れた議案の主なものは、要望２件、陳情１件、承認１件、条例制定及び改正の計１６件、平成2９年度一般・
特別会計の補正予算６件、平成３０年度一般会計、特別会計の当初予算７件など３３件を審議しました。
　７日に開会後、平成２９年度一般、特別会計補正予算５件を含む７件を先議可決。９日は、村内工事個所
等の現地調査、８日～１４日までは条例・予算等の議案審議を行い、1５日は一般質問で５議員が登壇し執行
部を質しました。
　最終日の１６日に、議員発委による国への意見書提出、条例の制定・一部改正、平成３０年度当初予算に
ついて質疑・討論・表決を行ない、全議案を原案どおり可決決定しました。
　これにより、平成３０年度の一般会計当初予算は昨年度よりも１億２百万円減額の３０億５８百万円とな
った。

可決！平成30年度当初予算総額43億87百万円
（一般会計当初予算は30億58百万円）

村 債

歳 入 合 計 3,058,000 3,160,000 △102,000

336,100 336,600 △500 ケーブルテレビ施設整備事業、道路新設改良事業、
プレミアム商品券発行事業、教育ICT環境整備ほか

■歳　出 【単位：千円】

   59,873
573,829
629,344
388,329
282,113
56,006
316,257
131,532
223,275
4,500

375,769
17,173

   60,261
552,002
651,370
388,875
292,192
50,577
421,558
104,885
270,206
4,500

345,096
18,478

議員報酬、議会運営費他
企画振興費、交通安全対策費、税務総務費ほか
高齢者支援費、障がい者福祉費、保育所費ほか
保健衛生費、健康増進事業費、環境整備費ほか
農業総務費、中山間地域等直接支払推進費、林業振興費ほか
企業誘致対策費、温泉センター運営費ほか
道路新設改良費、住宅管理費ほか
水防費、消防施設費、防災行政無線維持管理費ほか
学校管理費、教育ＩＣＴ環境費、公民館費ほか
道路河川災害復旧費
起債の償還
予備費

　 △388
21,827

△22,026
△546

△10,079
5,429

△105,301
26,647

△46,931
0

30,673
△1,305

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

歳 出 合 計 3,058,000 3,160,000 △102,000
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　３月議会定例会３日目の９日（金）は、午前９時から平成２９年９月議会定例会現地調査

以降の平成２９年度事業の西川内地区公営住宅新築工事（６棟）をはじめ山田小学校屋外ト

イレ建替工事など４工事箇所、取付道路破損箇所や分収林調査など６箇所を巡回し、施工の

状況や予定事業の計画について、事業担当課からの説明を受け現地調査を行った。

公共工事現場等を調査！ （平成29年度完了、平成30年度予定事業）

平成30年度　特別会計当初予算
【単位：千円】

 462,000

159,000

136,000

437,000

35,000

100,000

 604,000

188,000

138,000

445,000

34,000

68,000

　 △142,000

△29,000

△2,000

△8,000

1,000

32,000

348,273

0

0

182,486

0

0

　 0

0

0

0

0

0

0

47,716

35,743

113,607

16,274

0

113,727

111,284

100,257

140,907

18,726

100,000

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

国県支出金 地方債 その他
一般財源

特 定 財 源

本年度予算額の財源内訳

会　　　計 本年度
予算額

前年度
予算額

比　較

大平分収林（大平地区） 村営住宅蕨野団地（西川内地区）

道路破損状況確認（合戦峰本城地区） 合戦峰地区物産販売所建築工事（合戦峰地区）

議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
条例の制定・改正など

　条例の制定 　
　○山江村空き家の適正管理に関する条例

　○合戦峰地区物産販売所の設置及び管理に
　　関する条例　　　　　　　　　　　　　
　○山江村指定居宅介護支援等の事業の人員
　　及び運営に関する基準を定める条例
　○山江村土地開発基金条例を廃止する条例

「条例内容の一部より」
（目的）
村内における空き家等に関する対策を総
合的かつ計画的に実施するため、村及び
所有者又は管理者の責務その他適正な管
理に関し必要な事項を定めることにより、
村民の安全安心な暮らしができる生活環
境の保全を図ること。
（基本理念）
空き家等に関する対策は、適切な管理が
行われていない空き家等が地域住民の生
活環境に深刻な影響を及ぼすことがない
よう、必要な措置が適切に講じられなけ
ればならない。
（所有者等の責務）
空き家等の所有者等は、基本理念に則り、
自らの責任において該当空き家等が管理
不全な状態にならないよう、適切な管理
に努めるものとする。
（勧告）
村長は、空き家等が著しく管理不全な状
態にあると認めるときは、当該空き家等
の所有者等に、前条の規定による指導を
行ったにもかかわらず、なお空き家等が
管理不全な状態のときは、当該所有者等
に対し期限を定めて、解消のために必要
な措置を講ずるよう勧告することができ
る。

　条例の一部を改正する条例の制定
○山江村報酬及び費用弁償に関する条例
　一部を改正する条例
○山江村情報公開条例及び山江村個人情
　報保護条例の一部を改正する条例
○山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び
　管理に関する条例の一部を改正する条例
○山江村社会福祉振興基金条例の一部を
　改正する条例
○山江村国民健康保険税条例の一部を改
　正する条例
○山江村国民健康保険財政調整基金条例
　の一部を改正する条例
○山江村後期高齢者医療に関する条例の
　一部を改正する条例
○山江村介護保険条例の一部を改正する
　条例
○山江村指定介護予防支援等の事業の人
　員及び運営並びに指定介護予防支援等
　に係る介護予防のための効果的な支援
　の方法に関する基準等を定める条例の
　一部を改正する条例
○山江村指定地域密着型サービスの事業
　の人員、設備及び運営に関する基準を
　定める条例の一部を改正する条例
○山江村指定地域密着型介護予防サービ
　スの事業の人員、設備及び運営並びに
　指定地域密着型介護予防サービスに係
　る介護予防のための効果的な支援の方
　法に関する基準を定める条例の一部を
　改正する条例

条例等の公布がしてある掲示板（役場敷地内）
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村執行部に問う！５人が登壇村執行部に問う！５人が登壇
（一般質問者）

〇山江村にあるサービスエリアについて
〇村長選挙について

〇施策方針について
　・手元に届く福祉について
　・雇用の確保、働く場の確保について
　・生活環境の整備について　他

〇福祉政策について
〇村おこし協力隊について

〇施策方針について
○道路の安全対策について
○公共工事のあり方について
〇一般質問の執行部での受け止め方について

〇事業の成果と今後期待されることについて
　・高齢者対策について
　・基金の運用について
　・地域づくり研究所の今後について　他

１ 松 本 佳 久 5ページ

3 立 道 　 徹

６ページ2 森 田 俊 介

4 横 谷 　 巡

６～７ページ

5 中  竹　耕一郎

７ページ

８ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名
※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

松本 佳久 議員

一般質問

　
　
　

７
月
の
村
長
選
挙
へ
出
馬
す
る
考

え
は
。

　
　
　

前
回
の
村
長
選
挙
で
私
は
、
①
手

元
に
届
く
福
祉
、
②
雇
用
と
景
気
が
大

事
、
③
生
活
環
境
の
整
備
、
④
元
気
で
輝

く
人
材
育
成
の
４
点
を
村
政
運
営
の
基
本

と
し
て
掲
げ
た
「
４
つ
の
約
束
」
を
村
民

各
位
と
交
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
４

年
間
、
そ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
村
政

を
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

村
民
の
皆
様
方
と
の
大
切
な
約
束
を
守
る

た
め
に
、
福
祉
・
教
育
・
人
材
育
成
、
産

業
の
活
性
化
、
生
活
環
境
の
整
備
等
の
実

現
に
向
け
て
、
「
山
江
村
総
合
計
画
」
や

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
計
画
」
等

も
考
慮
し
な
が
ら
、
国
県
の
各
種
補
助

金
・
交
付
金
を
確
保
し
、
色
々
な
施
策
を

手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の

山
江
村
の
発
展
と
村
民
の
幸
せ
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
策
は
責
任

を
も
っ
て
継
続
し
て
推
し
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
村
民

の
方
々
の
元
気
と
安
全
を
守
り
、
誇
り
と

夢
の
あ
る
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に

村
民
各
位
の
信
頼
と
ご
支
持
を
頂
き
、
引

き
続
き
村
政
を
担
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
山
江
村
の
さ
ら
な
る
振
興

発
展
の
た
め
、
特
に
福
祉
の
充
実
と
産
業

経
済
を
い
か
に
活
性
化
さ
せ
る
か
と
い
う

課
題
解
決
に
向
け
て
、
身
を
粉
に
し
て
頑

張
り
た
い
と
、
再
度
村
長
選
挙
に
立
候
補

し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
理
解
を
ど
う
そ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

２
月
17
日
の
第
３
回
山
江
村
教
育

の
集
い
や
２
月
20
日
の
子
ど
も
議
会
で

は
、
山
江
村
に
誇
り
を
持
ち
、
山
江
村
を

愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
情
熱
が
、
聞
い
て

い
る
私
た
ち
に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
う
れ
し
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
内
山
村
長
が
こ
れ
ま

で
私
心
を
な
く
し
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に

山
江
村
の
発
展
と
村
民
の
幸
せ
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
全
身
全
霊
で
村
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
公
平
公
正
で
、
村

民
の
心
に
寄
り
添
う
政
治
、
村
内
を
回
り

村
民
の
声
に
ジ
ッ
と
耳
を
傾
け
る
村
政
運

営
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
事
業
の
進
捗
は

質
問

答
弁

意
見
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村執行部に問う！５人が登壇

立道　徹 議員

森田　俊介 議員

　
　
　

高
齢
者
、
単
身
世
帯
、
ひ
き
こ
も

り
の
実
態
調
査
は
。
ま
た
、
訪
問
内
容
等

を
含
め
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
の
連
携
で
訪
問
や
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
昨
年
度
の
訪
問
実
績
は
、
70
歳
以

上
の
高
齢
者
1
5
7
世
帯
、
独
居
老
人

1
1
3
世
帯
上
記
以
外
で
も
2
7
8
世
帯

の
訪
問
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
検
診
結
果

の
説
明
や
重
症
化
予
防
対
策
と
し
て
、
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
が
訪
問
し

た
高
齢
者
世
帯
は
76
で
、
本
年
度
は
、

「
生
活
課
題
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
昨
年
の
10
月
か
ら
実
施
し
、
公
民
館
事

業
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
地
区
か
ら

優
先
し
て
、
高
齢
者
世
帯
等
を
訪
問
し
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
各

地
区
の
実
態
調
査
を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
る
。
ひ
き
こ
も
り
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
民
生
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
訪

問
し
各
事
業
の
説
明
を
し
て
参
加
を
促
し

て
い
る
。

　
　
　

高
齢
者
の
生
活
、
暮
ら
し
の
相
談

の
充
実
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
に
よ
り
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
役
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
に
は
、
電
話
等
で
依
頼
が
あ
れ
ば
自

宅
ま
で
訪
問
し
相
談
を
受
け
る
。
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
健
康
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
も
ら
え

ば
、
訪
問
し
対
応
す
る
。

　
　
　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
後
の
対
策

で
バ
イ
ク
も
適
応
さ
れ
る
の
か

　
　
　

村
で
は
自
主
返
納
さ
れ
た
方
は
、

ま
る
お
か
号
の
半
額
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
二
輪
車
も
対
象
で
あ
る
。

　
　
　

生
き
が
い
・
楽
し
み
等
、
ス
ポ
ー

ツ
・
娯
楽
の
行
事
、
講
座
の
催
し
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
課
で
は
、
た
っ
し
ゃ

か
・
こ
つ
こ
つ
健
康
ク
ラ
ブ
・
出
前
福

祉
・
元
気
の
出
る
学
校
な
ど
内
容
と
し

て
、
運
動
機
能
の
低
下
防
止
、
健
康
講

座
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
万

江
・
山
田
地
区
に
分
け
、
週
2
回
温
泉
セ

ン
タ
ー
で
入
浴
と
食
事
を
提
供
す
る
「
い

　
　
　

九
州
自
動
車
道
も
開
通
か
ら
約
30

年
余
り
、
南
九
州
地
域
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
観
光
、
農
作
物
や
産
業
の
流
通
道

路
で
あ
る
。
上
り
線
、
下
り
線
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
の
設
置
は
、
山
江
村
に
と
っ
て

も
大
変
な
経
済
効
果
が
あ
り
、
山
江
村
の

知
名
度
も
上
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

平
成
30
年
３
月
末
で
現
在
の
店
舗
と
契
約

期
間
が
満
了
と
な
り
、
食
堂
や
コ
ン
ビ
ニ

が
対
象
で
あ
る
九
州
管
内
の
自
動
車
道
路

で
は
、
山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
下
線
が

対
象
と
し
て
、
１
ヶ
月
間
休
止
す
る
と
聞

く
。
４
月
下
旬
ま
で
に
は
、
新
し
い
「
チ

ェ
ー
ン
店
企
業
」
が
営
業
を
再
開
す
る
予

定
で
あ
る
と
記
載
、
明
記
を
山
江
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
も
し
て
あ
る
。
山
江
村
も
誘

致
企
業
と
し
て
、
働
く
雇
用
の
場
と
し

て
、
現
在
、
村
民
の
方
々
が
約
20
人
余
り

が
上
下
線
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
コ
ン
ビ
ニ

で
働
い
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
が
ま
だ
す

母
ち
ゃ
ん
の
テ
ン
ト
販
売
も
あ
り
、
今
後

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
心
配
で
気
に
な
る

状
況
で
あ
る
。
山
江
温
泉
物
産
館
の
栗
ま

ん
じ
ゅ
う
の
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
用

の
ホ
タ
ル
米
の
納
入
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に
食
堂
や
某
チ
ェ
ー

ン
企
業
に
対
し
て
相
談
、
商
談
な
ど
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
い
ま
働
い
て
い

る
方
の
雇
用
は
継
続
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
社
会
保
障
な
ど
は
大
丈
夫
な

の
か
。
唯
一
、
山
江
栗
を
使
っ
た
、
会
社

の
栗
商
品
な
ど
の
販
売
は
出
来
る
の
か
。

　
　
　

山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
で
は
、

栗
ま
ん
じ
ゅ
う
や
び
っ
く
り
団
子
、
新
鮮

な
野
菜
や
農
作
物
を
販
売
さ
れ
て
い
る
。

開
通
当
時
に
は
、
物
産
館
、
村
の
関
係
者

が
福
岡
に
あ
る
管
理
会
社
に
複
数
回
営
業

に
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
栗
ま
ん
じ
ゅ

う
を
は
じ
め
と
す
る
加
工
商
品
が
今
後
ど

う
な
る
の
か
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
る
新
し
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
関

係
者
、
現
在
納
入
し
て
い
る
運
送
面
等
の

協
議
を
行
い
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
食
堂
で
使
用
さ
れ
る
ホ
タ
ル

米
は
（
株
）
や
ま
え
の
ほ
う
で
協
議
を
し

て
い
る
。

　
　
　

現
在
働
か
れ
て
い
る
従
業
員
の
方

の
意
見
や
企
業
等
へ
の
働
き
か
け
を
い
た

だ
き
、
継
続
雇
用
が
出
来
れ
ば
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

一般質問

高
齢
者
に
向
け
た
福
祉
政
策
は

山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
今
後
は

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

意
見
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高齢者を対象とした「わいわい公民館」事業

こんなことが決まりました

一般質問
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
、
教
育

委
員
会
で
は
、
わ
い
わ
い
公
民
館
や
趣
味

の
講
座
等
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

地
区
で
は
月
1
回
ほ
ど
公
民
館
事
業
で
、

健
康
講
座
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
茶
話
会
を
実

施
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
「
住
民
主
体

の
通
い
の
場
活
動
支
援
事
業
」
に
お
い
て

地
域
主
体
で
開
催
し
て
、
運
営
費
の
一
部

を
助
成
し
、
地
元
で
運
営
を
し
て
い
く
。

地
域
で
支
え
る
地
域
仕
組
み
づ
く
り
や
い

ろ
い
ろ
な
問
題
解
決
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

小
中
学
校
で
は
、
I
C
T
教
育
が

進
ん
で
い
る
が
講
座
等
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
て
行
う
考
え
は
な
い
か
（
認
知

症
予
防
に
も
な
る
の
で
は
）

　
　
　

I
C
T
を
社
会
全
体
に
普
及
し
て

い
く
意
味
で
活
用
で
き
る
の
で
多
方
面
で

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
住
民
の
暮

ら
し
を
守
る
施
策
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業

の
実
現
な
ど
、
そ
の
財
政
需
要
に
応
え
る
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　

公
共
施
設
の
経
常
経
費
の
減
額
、

事
業
実
施
は
緊
急
性
が
あ
り
補
助
金
や
交

付
金
、
有
利
な
起
債
が
適
用
で
き
る
も
の

を
優
先
、
単
独
補
助
金
の
見
直
し
や
行
政

経
費
の
更
な
る
削
減
に
取
り
組
む
。

　
　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
農
業
所

得
の
確
保
が
課
題
の
中
で
、
農
地
の
有
効

活
用
、
担
い
手
育
成
、
営
農
環
境
の
整
え

の
施
策
は
。

　
　
　

耕
作
放
棄
地
、
担
い
手
、
後
継
者

の
育
成
な
ど
重
要
な
施
策
と
認
識
、
昨
年

万
江
地
区
に
農
業
法
人
が
発
足
、
山
田
地

区
に
も
農
業
法
人
を
め
ざ
し
た
い
、
集
落

営
農
組
織
の
設
立
は
重
要
な
課
題
。

　
　
　

将
来
の
山
江
の
学
校
教
育
の
創
造

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
更
に
図

り
、
小
学
校
英
語
教
育
の
先
行
実
施
、
生

き
た
英
語
の
現
地
語
学
研
修
、
留
学
生
と

の
交
流
事
業
の
実
施
、
教
科
化
さ
れ
る
道

徳
教
育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
先

進
的
に
取
り
組
む
。

　
　
　

国
道
４
４
５
号
の
蓑
原
交
差
点
人

吉
側
に
は
横
断
歩
道
が
な
く
、
道
路
安
全

上
危
険
で
あ
る
。
横
断
歩
道
の
設
置
計
画

は
。

　
　
　

交
差
点
の
人
吉
側
は
カ
ー
ブ
に
な

っ
て
お
り
、
道
路
交
通
安
全
上
か
ら
も
危

険
で
あ
る
こ
と
か
ら
横
断
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
振
興
局
、
警
察
へ
要
望
を
行
い
た

い
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
地
区
か
ら
の
要
望
事

項
で
あ
る
が
、
地
区
住
民
の
事
業
に
対
す

る
共
通
認
識
と
理
解
が
不
十
分
の
よ
う
で

あ
る
。
事
業
採
択
し
た
経
緯
は
。

　
　
　

合
戦
峰
観
音
堂
が
日
本
遺
産
と
な

り
、
以
前
か
ら
駐
車
場
が
あ
れ
ば
と
の
声

が
あ
り
地
区
か
ら
の
要
望
書
に
よ
り
事
業

採
択
し
た
。
地
方
創
生
交
付
金
に
よ
る
交

流
人
口
拡
大
、
収
益
性
の
あ
る
施
設
の
先

駆
性
が
認
め
ら
れ
、
物
産
販
売
所
を
建
設

し
た
。

　
　
　

地
域
が
望
む
施
設
で
あ
れ
ば
、
共

通
認
識
と
理
解
が
あ
る
は
ず
で
疑
問
で
あ

る
。
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
地
区
か

ら
の
要
望
書
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　

駐
車
場
整
備
工
事
を
す
る
折
に
反

対
の
意
見
が
耳
に
届
い
た
の
で
、
も
う
一

回
地
域
に
返
せ
と
言
い
、
再
度
区
長
を
中

心
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
地
域
か
ら
や

っ
て
く
れ
と
い
う
要
望
で
着
手
し
た
。

　
　
　

施
設
の
完
成
予
想
図
が
公
表
さ
れ

て
か
ら
、
展
望
所
部
分
が
予
算
不
足
で
で

き
な
い
変
更
の
理
由
は
。

　
　
　

工
事
発
注
時
期
に
資
材
の
高
騰
等

に
よ
っ
て
積
算
額
が
膨
れ
上
が
り
、
工
事

費
用
を
増
額
し
な
い
と
展
望
所
付
き
の
販

売
所
が
で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

５
年
10
年
先
を
考
え
た
農
業
振
興
・

　
　
　
　
　
　

営
農
環
境
の
整
備
は

将
来
を
見
据
え
た
山
江
の

　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
創
造
は

蓑
原
交
差
点
の
横
断
歩
道
の

　
　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

合
戦
峰
地
区
物
産
販
売
所
工
事
の

　
　
　
　
　

一
連
の
経
緯
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



山江村議会だより平成30年４月27日発行 ⑧

中竹　耕一郎 議員

100人委員会：観光交流部会による栗拾いツアー

一般質問
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
期
待
す
る

分
野
は
何
か
。

　
　
　

斬
新
な
発
想
が
期
待
で
き
る
隊
員

を
期
待
し
て
い
る
。
各
課
局
横
断
的
な
協

議
を
行
い
採
用
に
取
り
組
む
。

　
　
　

農
業
法
人
（
万
江
の
里
）
は
農
業

農
村
の
ス
タ
イ
ル
確
立
の
た
め
に
物
心
両

面
の
支
援
が
不
可
欠
。
外
国
人
研
修
生
の

受
け
入
れ
計
画
は
。

　
　
　

自
治
体
が
受
け
入
れ
す
る
制
度
は

な
い
。
企
業
体
の
理
解
が
必
要
。
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

　
　
　

農
林
家
に
と
っ
て
農
林
業
の
再

建
、
維
持
は
厳
し
い
。
農
林
業
の
基
盤
整

備
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

様
々
な
視
点
で
支
援
を
し
て
い

く
。
補
助
事
業
の
活
用
が
有
効
的
で
あ

る
。

　
　
　

便
利
に
な
っ
た
公
共
交
通
（
ま
る

お
か
号
）
の
運
行
計
画
を
見
直
す
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
運
行
計

画
が
重
要
。
運
輸
局
の
認
可
も
必
要
で
あ

り
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
。

　
　
　

買
い
物
支
援
に
I
C
T
を
活
用
し

た
ア
プ
リ
開
発
は
。

　
　
　

現
段
階
で
は
課
題
が
多
く
実
証
事

業
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
ベ
ー
ス
で
や
っ
て
い

る
。
必
要
度
合
、
活
用
具
合
を
確
認
し
た

後
取
り
組
む
。

　
　
　

学
童
保
育
、
病
児
後
保
育
に
つ
い

て
状
況
は
？
わ
い
わ
い
ク
リ
ス
ポ
山
江
と

の
関
係
は
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
が
予
防
対
策
は
ど
う
し
た
か
。

　
　
　

学
童
保
育
、
病
児
後
保
育
制
度
は

こ
ど
も
支
援
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
ク
リ
ス
ポ
山
江
と
の
連
携
は
必
要

で
あ
る
。
室
内
空
間
用
ウ
イ
ル
ス
除
菌
除

去
剤
等
利
用
し
た
。

　
　
　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
国
は
貯

め
す
ぎ
た
感
覚
で
地
方
交
付
税
に
反
映
さ

せ
る
意
向
で
あ
る
が
所
見
は
。
さ
ら
に
各

種
基
金
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
。

　
　
　

限
ら
れ
た
財
源
で
あ
り
万
事
に
備

え
て
い
る
。
自
治
体
の
苦
労
を
無
に
す
る

事
が
な
い
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。
計
画

に
基
づ
き
健
全
に
運
用
す
る
。

　
　
　

森
林
環
境
税
が
始
ま
る
計
画
が
あ

る
が
財
源
と
し
て
農
林
業
支
援
制
度
確
立

の
為
の
基
金
創
設
意
向
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

林
業
振
興
対
策
検
討
委
員
会
の
設

置
計
画
が
あ
る
。
そ
の
中
で
議
論
を
重
ね

検
討
す
る
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
の
業
務
は
ど

の
よ
う
な
方
向
か
。
ま
た
、
観
光
交
流
促

進
協
議
会
設
立
の
主
旨
、
目
的
は
。

　
　
　

今
後
の
地
域
づ
く
り
研
究
所
は
調

査
研
究
分
野
、
I
C
T
分
野
、
人
材
育
成

分
野
に
取
り
組
む
。
幅
広
い
組
織
活
動
に

よ
る
戦
略
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
論

む
。お

知
ら
せ

次
回
の
議
会
定
例
会
は

６
月 
開
催
で
す
。

事
業
の
成
果
と

　
　
　

今
後
期
待
さ
れ
る
も
の

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

請願と陳情について
　議会では、住民の皆様からの請願や陳情につきまして、以下のとおり常時受け付けております。

○ 請願
　住民の希望や意見を直接村政に反映させるための手段としてだれでも議会に対し請願する請願権を憲法第
16 条により保障されています。
　議会に請願を提出する場合は、地方自治法124条により、必ず1人以上の議員の紹介がなければなりません。
紹介議員となる議員は、請願内容に同意した上で請願書に、記名押印することになります。

○ 陳情
　陳情は請願と違い、紹介議員は必要としません。取り扱いは、議会運営
委員会で協議し、特に意見がない場合、本会議での審議となります。この
場合特に申し出が無い場合、陳情者への報告等はありません。

議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ

議会事務局へのお問い合わせ

電話　２３－３４０１
　　　（域内無料電話共通）
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一般会計補正予算（第９号）

平成30年度への繰越明許（繰越事業）

　平成３０年第２回山江村議会臨時会が３月２９日招集され、平成２９年度山江村一般会計補正予
算（第９号）及び平成２９年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第５号）を審議し、原案ど
おり可決決定しました。
 今回の補正予算の主なものは、一般会計においては、地方交付税（特別交付税）の確定などによ
り、補正前の額に歳入歳出それぞれ４８,４９３千円を増額し、総額を３,５１１,２２５千円としま
した。
　また、特別会計介護保険事業補正予算は、一般会計繰入金の調整によるものであり、補正前の額
に歳入歳出それぞれ５８６千円を増額し、４６４,２１８千円とした。
　尚、平成２９年度繰越明許（繰越事業）として、５事業を平成３０年度事業へ繰越を決定した。

平成30年第２回議会臨時会報告
「平成２９年度繰越明許費（繰越事業）を可決！平成３０年度へ繰越」

■歳　入 【単位：千円】

1,528,910
52,290
397,043
203,758
15,600
38,910
414,600

56,464
1,258
16,761
△3,278
△3,658
△354

△18,700

特別交付金
地方消費税交付金
地方創生拠点整備ほか
中山間農業モデル地区支援事業補助金ほか
山江村ふるさと応援寄附金
太陽光発電システム売電収入ほか
宅地分譲地整備事業債ほか

1,585,374
53,548
413,804
200,480
11,942
38,556
395,900

地 方 交 付 税
地方消費税交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
諸 収 入
村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,462,732 48,493 3,511,225

【単位：千円】

まち・ひと・しごと創生対策事業（栗ペースト機導入等）
まち・ひと・しごと創生対策事業（合戦ノ峰物産販売所落成式経費）
携帯電話基地局整備事業（日当、横手、鳥屋地区）
村道県道下段線下之段橋下部工（Ａ２）事業（下之段橋梁）
村道涼松筌野線防災事業（設計委託料、工事請負費）

42,100
166

85,609
150,000
19,500

金 　 額事　　業　　名

■歳　出 【単位：千円】

  60,386
780,058
671,487
297,660
411,873
101,527
242,635
345,096
75,626

    △322
37,043
587

 △4,892
 △11,000
 △100
 △4,261
 △3,891
35,329

講師謝礼、コピーリースほか
まち・ひと・しごと創生対策費ほか
介護保険特別会計繰出金
中山間農業モデル地区支援事業補助金ほか
村道新設改良工事費ほか
防災行政無線維持管理
学校管理費、公民館費、学校運動部活動ほか
過疎対策事業費、緊急防災・減災事業費ほか
予備費の増

　 60,064
817,101
672,074
292,768
400,873
101,427
238,374
341,205
110,955

議 会 費
総 務 費
民 生 費
農 林 水 産 業 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,462,732 48,493 3,511,225



【議会広報委員】    委員長／立道　  徹　　副委員長／森田　俊介　　委　員／西　  孝恒・赤坂　  修

　

三
月
卒
業
式
。先
生
、
学
校
と
の

別
れ
。礼
儀
正
し
く
立
派
に
成
長
さ

れ
た
子
ど
も
達
の
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。四
月
入
学
式
、
新
た
な
出
発
。

不
安
と
希
望
に
満
ち
た
表
情
の
子

ど
も
達
。こ
れ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
興
味
を
持
ち
、
挑
戦
し
吸
収
し

て
新
し
い
学
校
生
活
を
過
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

総
務
省
の
有
識
者
研
究
会
で
は
、
地

方
議
会
で
も
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
小
規
模
自
治
体
議
員

の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
行
の
地
方

議
会
制
度
に
加
え
、
新
た
に
議
員
の

兼
業
・
兼
職
制
限
を
緩
和
す
る
「
多

数
参
画
型
」
と
少
数
の
専
業
的
議
員

で
構
成
し
重
要
議
案
の
審
議
で
住

民
参
加
を
新
た
に
認
め
る
「
集
中
専

門
型
」
の
二
つ
の
仕
組
み
を
議
会
が

選
べ
る
よ
う
に
す
る
報
告
書
を
総

務
省
に
提
出
し
た
と
の
記
事
が
載

っ
て
お
り
ま
し
た
。今
後
、
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
る
の

で
し
ょ
う
か
。そ
の
よ
う
な
現
況
の

中
、
掲
載
の
通
り
、
三
月
定
例
議
会

に
て
平
成
30
年
度
当
初
予
算
も
成

立
い
た
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
新
年

度
事
業
が
計
画
さ
れ
、
執
行
さ
れ
ま

す
。議
会
は
行
政
機
関
と
両
輪
の
立

場
で
あ
る
と
と
も
に
行
政
執
行
の

監
視
機
関
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。本
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

赤
坂　

修
）

だんだんなぁ

早生樹種として選抜されたセンダンの説明（県林研） 義務教育学校でのＩＣＴの活用（草村高森町長）

在校生に紹介される新入生（入学式：山田小） 学校生活が楽しみな新入生（入学式：万江小）

　平成３０年２月２１日～２２日にかけて議会（総務文教・産業厚生）常任委員会では、
県林業研究指導所（舞の原試験展示園：御船町）、高森町、大分県豊後大野市へ合同視察
研修を行った。
　研修内容は、近年、林業分野で話題となっている「センダンの植林」、高森町の教育Ｉ
ＣＴの実践、「大分の野菜畑」豊後大野市の農業生産、インキュベーションファーム（新
規就農者技術習得研修施設）事業等の先進的な取り組みを勉強するため各自治体に出向
き、今後、山江村の新たな取り組みを模索し役立てるための研修目的で行なった。
　また、４月１０日には、真新しい服装に身を包んだ新入生７７人が村内の小中学校に入
学し、新しい生活が始まりました。小学校の入学式には、各議員が手分けして参加し、笑
顔と希望いっぱいの新入生をあたたかい眼差しで歓迎しました。
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